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論文内容要旨
 らつ状熊にある,韓、者'に過去の或.る場碗'旋・想起させてみると,暗い,影の,いう、だ'.浮んでこない
 と述べる。この現象は,一名二・一考にけ看湘できない重要たものに,冒、われた。すでに,K驚ep硯iuかこ
 の、ギまにふれ,うつ状態の下ては,想起表象がfarblo6,blaS8.armに左ると記載しているが,
 誌だ簡略委ものであろ。其后,表象の'視.改丁仏ら,らっ一犬鮮を・眺,めたものか見当らないので',着者一
 は内因性う・っ病1〆こその範囲を眠き'つて,想起表象¢)在P方を明・モに整理したいとおもった。・轡起
 炎壌てね,その感覚的要素と婿含・卜・iこ顛の二側面を取り上げ'た。総合様態け更に.浮、ヒL』ご(る速
 慶,、際起内容,他の・表象へ転幽する速痩の三つの要素に分けて視'察した。一・謁,内1ナ」・窪うつ病の
 、諸{“{状¢1らち,うつ感・昧(εeeli3chesdepressives〔}efU血i)と1、寡了考・拝1」i削(Denk-
 hemπlung)の二つの三E要づ血潮犬と表∫襲とか,どの工らに陰㌧畦づ』るカ・,にすじめに由、割米よ湯r薗で1視2≦し,
 次いで'所謂知覚掘1所実11,硫を施行し,簿時間のらちに曄続的にしかも一層却1かに赴求し.てみた、、
臨床的側面
 1堺察した対象は,うつ・唐・i生昏迷状喉2名,らっ感奮fと,思プ卸llI前・八面症詫たか共1⊂1・P耀裂1に・有こする
 イ・の11名,らっ媒・硫安欠いて碧、考・抑11∫11売.けのもに)5名てある。蚕づ.うっ病粥昏迷耳.1く'1,・』;の下てけ
 1:・1.!.起ざせろことけ不司'能であるか,病像が改善されたとき,2名とも昏迷時の緒神状,しき・,重について
 たマ.真暗丙=闇の済・か1ていた,イ・1も浮か左かつたし,何も考えろことができ鳶か`)た,と述懐し
 た=・,次に,臨床的に宙も多(みら煮、るうつ感情と,慰者抑鮒力11ヰ存する11名ぴ)i州でぱ.し∩'ずれも両
 症状の軽快ととも1'(,表象の1通貨コ生歩τ淘碧し,他ナ1て雄1㌢上文起内谷か摺二宮に変り,細部ζ・明瞭イヒし,
 ,二1ζL,転!ド∫13111岐も早(左る,っすり一授象巳)結合活上物か1古発化することかで縄簾され.た。1欠1・こ,うっ
 .㌧ll(留を入いて思'物llj剃だけの3例では,表象の感覚前装1・素は弓1ノξ前病盾とも全く変化せず,たy表
 象の1虹だけiが、、慰書デ陣}1」の戸樫除とリキに,葎∫i丞のよらにf占蓄疫1ヒ層すろことか戸,1二≠」.うられた。
知覚遮断実験
 i!“、1床場面ては.表象ク.¥変化を・イ1'1『liかめるのに長レM至適での観察を必要とするか,・不実験で'を#,.極
 ぐ短時i司の6'』に両症'状と表象とのi麺運を・砂獲て'きる・慶があるっ力法1・#外界からの↑を穿をイ,畷少さ
 ゼ.斤'..同.1ジ〕・'・後'連読h一ヨ1'(流した遮断室に患者を一価たわEっせ,浮白色半透明{∫〕朕擁を・ソ乏痛
 .一しトろのてあ,オ,o・1こ実賦を・5名1τ〕うつ病.患、者に施行しノたプ1・,そのう'ら比1咬li'」吻つ状ヤ,執り・軽乃かつ
 た4イ{呪寸,絞i耐hヒりうち1'『1う二)1。二<'硫.及む』恐ξ若御・刈力、う痔1男に'軽ぞ成した,〕ユ・ヒ・瞳約し庇い.ll∫イ移翻⊃コ舶1す,
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 本'サ碧肛よ1),全(症状伽二跨る'山・・ン=・ザ…一・.'・㍉つ1,13…,'並びに.鶴1・」〕'陣1か・ll醸し..,」ヒ1ケ椴ど';h.睾、,
 1廓瞬ミ土場11'1'1とF盲ll∫〈,二爽1豪の・返事,ヒ・i廷ンう'1∫香し.二三:占含量舌・hl侵・一、雪、'萱1ヒ『ダることフ仏御諺1{さナtノ≧。側乏二与,チ莚耳穴
 の改善含み左かつた1助け,,岳～乗Z∫〕'“く覚・淳及ひ情合活動共に全(変化し左レ坤、!'果をえた。
 薦按並びに綜括
 以上り側察'・!r・張を凋めると,次のよろに煮る,,臨床場IT“及び郷党遮断実験にお・いて.うつ感督'
 、周、粥'タi」1捌しつ両症三二扶1の1軽ぞ戚とともに,:…昊寡!の拙く克{生善=封・,`'し.,'・羨慕この条、ヒ手合ゴ歯型1か汗着換愛{ヒづ一ることか
 憾められた。しかも・両症状の'肖・誕グ⊃程究にトト1応して,表象の感覚性は増力llし,帳合活動も活疲
 になろことが観察てきた。しかしながら,桝故こそ5名で寡いが塾らつ二,・七情を欠いて、胃、巽抑制が
 病隊を支配したもに)は,訳象[り感覚的要素1`i'1'朝廷聯と全(変りなく.碧.老抑制の消失とともに表
 象¢聯。li台活動だけか活嫉fヒすろことか確かめら岩た。従って.うつ感、情け想起表1象の三感覚的要素.
 に密シ許し,itゼわ.曽.新抑制に仁一べ嬢の・=・[f脊lll影喋1てt矢U謬liし攻力惇),消長するも`τ)で'あ.ると舞吉論できる。
 ,思考抑霜ljと表'象の結合娘∫との排1遇`を詳しく述べると,成る課題についての、轡,老け,騨会心1聖学の
 、刀.}:ひ1からけ聯合結合ぴ⊂よってつまり受動的にもたらさわ.る表象を素材にして,決定傾向の介見1∫に
 より,.上位に構架してゆく(作用結合)過程と考えら煮ている,.典裡賜な.轡』考抑制はこれらi婦合
 作月硫,lf合,決定1頃向の全面的z≧微弱として説明され.るか,・一音'煮か駒起表象で!拝察した結合病と熊
 は.このうち素材に1.廻保する聯合結合て'ある。即ち,、曽、考刺痛!1の1衡量とともに想起内容が豊富に
 オ・ろことを確めた。併せて,聯合のチンボ'も迅速化することを観察した、、らっ感・清が衰勢の感覚
 陶要素と表装の一際にあるとい二う著者の結論侵,ろっ状虐ク)糧桝i・膚.雛に有意義と,1ど.り。まづ,う
 つ三1・遡'物外どの牽噛.虻SeeliθC巨eSchich防こ浸透してレ・るか,表象のlll幻覚・住をづ手網Uに観察す
 ろことに、の知ることかできよ6。次に,うつ病の離人症の説明に屡々便用されイ5ξ感情疎隔とい
 う,牙契を,K・Sch.11ei・dOrは感↑i!1は常に自分のも侃)だから使用してはならないと抗議してレ・る
 か,K・巳&$pet-eは自分の舜抑門1だ藤を眺める自我を「中心とすると,表象の感覚・1生の減退は,Tl夏知
 覚の疎隔と雄応ずると説いているので・感情疎隔という試薬を使用したいで・.感情の能動性の低
 下を疎隔の現象として解釈で'きよ`う。
 一205一
 審査結果の要旨
 う列,「t態ピむる患者に過去の或る場面を想起せし、⇒ろと,暗い,影のよウだ、浮んでこないな
 どを述べる。Kmepeiillがすで{・ここ〔〕点にふれ,りつ状態の表象はfarbユos,bユass,
 armになると述べているが甚だ簡略なもりである。其后,表象の視点からうつ状態を眺めた
 ものが見当らないので,著者は内因性うつ病の範囲内で想起表象の在り方を明確に整理しようと
 して本研究を行左つた。
 想起表象ではその属性たる感覚的要素と,結合様態の二側面をやりあげた。結合様態は更に浮
 上しくろ速度,想起内容,他の表象へ伝動する速度の三つの要素に分けて観察した。一方,内因
 ・1生う◎丙の南至症拶このうち,f)つ感手背(See工i8・chesd-epressives(}efuhl)と、膨考
 抑制の二つの主要症状を取出し,この両症状と表象がどのように関連するか,始めに臨床場面で,
 次いで知覚遮断実験を施行し短時間のうちに連続的に一層細かに観察した。
 臨床場面では7うつ病性昏迷状態2名、うつ感情と思考抑制の両症状が中程度に存するもの
 11名、うつ感情士欠いて思考抑制だけのもの5名につ1ハて各々観察しアこ。昏迷時の想起表象は,
 感覚的要素は失われたy生気のない黒一色にむ語われ・而も何も想起できないことが患者の言述
 から確められた。次いで,うつ感情と思考抑制が併存する例では,いずれも両症状の軽快ととも
 に感覚性が増し・想起内容が豊富となり・浮上・転動速度が早まること力種められた。うつ感情
 を柔いて思考抑制だけの例は,どれも感覚的要素ゐ病前病后とも平常と全く変らず,表象の結合
 面だけが、慰考抑制の解除とともに,前述のように活発化することが観察された。
 知覚遮断実験は5名のうつ病患者に施行した。レ・づれも,うつ感情と思考抑制が併存したもの
 であるが,比較的軽い病像の4名は数時間のうちに両症状が軽減し,臨床場面の観察と同じぐ,
 それとともに,表象の感覚性は鮮明度を増し,結合活動も活発した。1例には全く無効で,表象
 の変化もなかった。以上の観察から,うつ感情は表象の感覚的要素に密接し,一力、思考抑制は表
 象の結合様態に関連しながら消長するものであると結論できた。
 うつ感情が表象の感覚性に密接表裏の関係あることは,うつ状態の精神病理に有意義て,うっ
 過程かどの程度Seeh6chgSchich七に浸透しているか,表象の感覚面の観察によって知
 ることができるように、思われた。喋たうつ病の離人症の説明に屡々使用される感情疎隔という言葉を
 Schneiαerは,感情は自我そのもの或いは自我に密着・不離のものだから使用禁止を強調し
 ているが,JaspOrSは自分の精神状態を眺める自我を中心とすると,表象の感覚性の誠退は
 知覚の疎隔と対応すると説いているので,著者は感情疎隔という用語を使用しないで,感情の能
 動生の低下を疎隔の現象として捉えなことができようと述べている。
 したがって,篇愈丈は学位を授一与するに値するものと認める。
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